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「もう春だね」と、目と鼻だけが先に言う。
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農薬事業の合弁会社設立以来、ベトナムを訪れる機

会が増えましたが、20 年前と比べて道路整備が進み、

市民の足がバイクから車へ移り変わるなど、国の発

展を肌で感じています。

食の安全意識も高まる中、私たちは「食べる人」に

も「作業する人」にも安心して長く使って頂ける農

薬の展開に注力しており、

製品を通じて食の安全を守り、ベトナムのさらなる

発展に貢献できるよう日々邁進してまいります。

事業 合の合弁会弁会社社設立以立以来来 ベトナム 訪を訪れ

岡村執行役員の一言岡村執行役員の一言

　

冬
の
剪
定
作
業
も
順
調
に
進
ん
で
い

ま
す
。
ど
の
畑
も
き
れ
い
に
剪
定
さ
れ

て
い
て
清
涼
感
を
感
じ
る
時
期
で
す
。

品
種
に
よ
っ
て
は
登
熟
し
て
い
な
い
枝

も
散
見
さ
れ
ま
し
た
。
施
肥
や
樹
勢
、

キ
ャ
ノ
ピ
ー
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
（
編
集
注
：

生
育
に
適
切
な
バ
ラ
ン
ス
を
目
指
し
、
樹
勢
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
す
る
事
）
も
影
響
し
て
い
る
の
で
し
ょ

う
が
温
暖
化
に
よ
る
高
温
の
影
響
も
否

定
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
県
内
は
ど
の
地

区
で
も
渇
水
が
続
い
て
い
て
、
こ
の
ま

ま
で
は
春
先
の
発
芽
遅
れ
や
、
発
芽
が

揃
わ
ず
収
量
に
影
響
す
る
可
能
性
も
あ

り
ま
す
。「
年
に
よ
り
異
な
る
ブ
ド
ウ
」

「
発
酵
は
微
生
物
の
仕
事
」「
取
返
し
の

つ
か
な
い
工
程
」「
数
値
で
は
決
め
ら
れ

な
い
」
の
ワ
イ
ン
造
り
で
す
が
、
土
地

と
「
年
」
の
個
性
が
液
体
に
な
り
、栽
培
・

醸
造
そ
れ
ぞ
れ
の
造
り
手
の
判
断
が
味

に
直
結
し
て
い
き
ま
す
。
2
0
2
6
の

ブ
ド
ウ
の
個
性
が
楽
し
み
で
す
。

井上井上のお石灰お石灰な話 INOUEINOUE の思い出思い出 編

‐ 　働いていた当時の思い出を教えてください　 ‐‐
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Ｐ
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。
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。
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新事業！ EC サイト事業開始。新事業！ EC サイト事業開始。
「旅するいっピん」 がオープンしました。 「旅するいっピん」 がオープンしました。 「カネジュウの機帆船」 も懐かしいですね。 戦前、 積み出し場所は事務「カネジュウの機帆船」 も懐かしいですね。 戦前、 積み出し場所は事務

所の隣にあって、 そこから出発していました。 うちの船は緑と赤だった所の隣にあって、 そこから出発していました。 うちの船は緑と赤だった

ので、 カネジュウのスイカ船と呼ばれていました。 けれど、 戦争中に空ので、 カネジュウのスイカ船と呼ばれていました。 けれど、 戦争中に空

襲敵機にやられて沈没しましたね。 戦後は馬車と貨物列車で運ぶように襲敵機にやられて沈没しましたね。 戦後は馬車と貨物列車で運ぶように

なりました。 その後石灰の需要の減少に伴い、 トラックへと変化していなりました。 その後石灰の需要の減少に伴い、 トラックへと変化してい

きました。きました。

（昭和４６～ 52 年在職　山本　文子さん談）

新事業新事業 (2025 年 12 月 20 日 ) (2025 年 12 月 20 日 )

IC ジンク水和剤が高知県産業新興計画賞IC ジンク水和剤が高知県産業新興計画賞
を受賞しました。を受賞しました。

受賞受賞 (2025 年 12 月 23 日 )(2025 年 12 月 23 日 )

城内全世代型社会保障改革担当大臣が城内全世代型社会保障改革担当大臣が
井上ワイナリーを視察されました。井上ワイナリーを視察されました。

ワイナリーワイナリー (2026 年 1 月 9 日 ) (2026 年 1 月 9 日 )
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